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      ご 挨 拶   

『ニュータウン再生について』 

副会長 大町 勝 

（兵庫県住宅供給公社理事長） 

 
 今年は残暑がひときわ厳しいですが、皆さまい

かがお過ごしでしょうか。 

 今年５月の総会で副会長を

拝命してから初めての寄稿と

なります。昨年３月に兵庫県

を退職するまで３７年間、継

続して建築・まちづくり系の

業務に就き、現在も住宅関係

の組織に居ますので、仕事上

でもお世話になっている会員

の方も多いと思います。今後とも引き続き、お付

き合いのほど宜しくお願いいたします。 
  

さて、ここからは、私の役人時代から現在に至

るまで関わり続けている仕事、ニュータウンの再

生、特に神戸市、明石市に跨る明舞団地の再生事

業について簡単に紹介させていただきます。 

 所謂ニュータウンの大部分は高度成長期の住宅

不足の時代、昭和３０～４０年代に計画されたも

のです。全国的には大阪の千里や東京の多摩が有

名ですが、兵庫県内にも西神や北摂三田など、そ

れらに匹敵する大規模なニュータウンがあります。

明舞団地も“団地”という名称ですが、千里と同じ

時期、同じ手法で造られた、県内で最も古いニュ

ータウンで、街開きからもう５０年が経過しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
他のニュータウンも同様ですが、街開き当時の

明舞団地は、徒歩圏に配置された公園や学校、買

い回りに不自由のない商業施設、整備されたバス 

路線、小さいけれども住みやすい DK 形式の集合 

住宅、整然とした町並みの戸建住宅など、周辺の

市街地とは一線を画する憧れの住宅地でした。大

部分が新婚世帯や子育て世帯で、学校には子供た

ちが溢れ、新設された JR 朝霧駅には通勤する父

親たちで溢れていました。 

 
  

時代は変遷し、明舞を離れた子供たちは新たな

地で生活の基盤をつくりました。団地に残った親

世代は高齢化し、多くは夫婦のみ若しくは独居で 

明舞センター開店（昭和４２年） 

当時の団地生活（昭和４０年代） 
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の生活を送っています。当たり前の話ですが、一

斉に建設された住宅や商業施設は一斉に老朽化し、

一斉に入居した同世代の人々は一斉に高齢化しま

す。現在、明舞団地の高齢化率は 40％を越えてい

ます。 

 兵庫県が明舞団地再生の取組みを始めたのは１

５年以上も前になります。私が県の住宅部局で担

当していました。そもそも何故、県が明舞団地と

いう一部地域の再生に取組む必要があるのか？に

ついては、①開発当時、莫大な投資で整備された

道路、公園など高水準のインフラを無駄にする手

はない、②明舞団地で起こっている事象は、将来

一般の市街地でも起こり得る事象で、先行的な取

組みとして意味がある、という 2 点で整理しまし

たが、実際のところは、当初の開発主体である県

と公社が再生の際にも面倒みますよ、というのが

一番わかり易いかもしれません。 

 ニュータウン再生といっても、その内容はハー

ドからソフトに至るまで多岐に渡り、明舞団地で

も様々な取組みを進めています。 

ハード整備については、現在、県が県営住宅の

建替えを進めており、半分以上の県住が新しくな

りました。残念ながら、UR は賃貸住宅の建替えを

する気はなく、明舞の立地では分譲マンション建

替えが実現する環境にありません。家賃が一番安

い住宅が一番立派になっているという、少々イビ

ツな状況になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また、公社はセンター施設を所有、運営してい

ますので、その建替え、リノベーションを進めて

きました。この 7 月には第Ⅱ期の建替えとして、

神戸市側の商業施設整備の事業コンペを実施し、 

建設・運営をする民間事業者を決定したところで

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

近年、駅舎内や高架下の商業施設運営から郊外

への事業展開を図っている JR 西日本不動産開発

㈱に事業者となっていただきます。 
 
ソフト施策については、それこそ様々な取組み

をしています。思いついたことはとりあえずやっ

てみるという姿勢で進めていますが、そのいくつ

かをご紹介します。 

①高齢者支援を行う NPO が配食サービスやコ

ミュニティレストランをもう１０年以上も運営し

ています。独居の高齢男性等を対象とした料理教

室なども開いています。 

 
 
②県営住宅での学生シェアハウス。近隣大学の

学生が県営住宅に入居、自治会活動などに参加し

てもらっています。 

③明舞まちづくり委員会の設置。住民、県、公

社、UR、大学、NPO など関係者が集まって明舞

再生の方向性を検討しています。 

④住替え促進のモデル事業。戸建住宅の高齢世

帯がサービス付高齢者住宅等へ、子育て世帯が空

いた戸建住宅への住替えを促進する意図ですが、

これはなかなか難しい、上手く動きません。若年

世帯の導入が明舞団地の一番の課題です。 
 

高度成長に造成、供給されたニュータウンや民

間開発の戸建住宅団地は県内各地に存在します。

今後ますます人口減少局面に入っていくなか、例

えば５０年先にどれだけのニュータウン、住宅団

地が健全な姿で残っているのか。住宅地として存

在し得なくなるニュータウンは必ず出てきます。

乱暴な言い方ですが、人口が増えた時代に自然を

壊して住宅地にしたのですから、人口が減ったと

きには自然にお返しすべき住宅地もあるというこ

とでしょう。 

５０年後にも生き残るニュータウンと生き残れ

ないニュータウン。たぶん、そのボーダーライン

にいる明舞団地が将来とも元気な“普通の街”で

あり続けるために、今、関係者の皆さんが頑張っ

ているところです。会員の皆様方にも、機会があ

れば明舞団地を覗いていただき、その変わってい

く様を見届けていただければと思っています。 

県営松ヶ丘住宅 

「ＮＰＯひまわり」と男性料理教室 

明舞センターⅡ期計画図 
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会員寄稿 

『歴史、文化、産業遺産を活かした 

欧州のまちづくり』 （第４回） 
 

神鋼不動産（株）常任顧問 川端 宏幸氏 

 

 
前回に引き続き、エムシャーパーク構想の中心

であるエッセン市をご紹介する。 
 
 
 
  
ゲルゼンキルヘンの西隣りのエッセン市は、鉄

鋼会社ティッユセン･クルップの本社がある。その

エッセン市に IBA･エムシャーパークの中心テー

マである歴史的遺産としての産業施設の整備保全

の代表例として、｢関税同盟第 12立坑｣がある。 

1986 年に閉鎖された｢関税同盟第 12立坑｣の保

存には賛否両論があったが、IBA のプロジェクト

の一環として、エッセン市がノルトライン・ヴェ

ストファーレン州開発公社と共同で雇用創出機関

「バウヒュッテ」を創設し、炭坑の全施設を保全、

改修、再利用することとなった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢関税同盟第 12立坑｣は、1930 年、エッセン北

部に分散していた関税同盟炭鉱の石炭採掘施設を

統合する目的でつくられたもので、開設当初は世

界最大かつ最新の採炭施設であった。同炭坑の施

設は、今日、ヨーロッパでも有数の建築･産業技術

史上の貴重な遺産となっている。同炭鉱は、近代

産業技術の｢規模拡大による革新｣がもたらした代

表例でもある。新施設の導入によって、それまで

日産 3,000 トンの石炭採掘量が 12,000 トンに増

大したという。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 12立坑は、1929 年に建築家シュップとクレ

マーがエンジニアと緊密な協力の下に建造したも

ので、細部まで考え抜かれたその構造は、その後

の産業建築の大きな影響を与えた。                        

この｢関税同盟第 12立坑｣保全･再利用プロジェ

クトは、バウヒュッテが施工するが、このプロジ

ェクトは土地ファンドを用いた州開発公社の遊休

工鉱業用地取得が前提になっており、プロジェク

ト全体は、EU欧州連合、連邦、州、エッセン市の

資金で賄われている。また、その一部は、エッセン

市の雇用創出プロジェクトとして実施されており、

約 100 名の長期失業者が建物の改修を行いつつ、

職業訓練を受けている。 
 
修復された施設では、産業史資料収集･研究セン

ター、民間アトリエが業務を行っており、平行し

て大規模空間を活かしたアートスペース、ギャラ

リー、リハーサルホール、大会議室等では、適時、

催し物が行われている。1994 年のエッセン市と

IBA エムシャーパーク社主催の国際シンポジウム

もこの施設を活用して行われた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

エッセン（ドイツ、５８万人) 

▲ 赤色部分が「第１２立杭」緑色部分は 

「１/２/８立杭」青色部分は精錬工場 

▲ 正門の正面にそびえる石炭採掘施設 

▲ 立杭の足下から石炭洗浄棟（大学施設）をみる 

▲ 旧福利厚生施設もオフィス等に転用 
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炭鉱施設は一般に公開されており、周辺地域か

ら訪れた多くの市民は、産業技術史上の側面のみ

ならず、再利用された施設にも大きな関心を寄せ

ている。2001 年に｢関税同盟第 12立坑｣は、世界

遺産(産業遺産)に登録された。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
さらに、エッセン市立劇場の新劇場及び周辺自

治体の文化センターの新設やノルトライン・ヴェ

ストファーレン州デザインセンター、エッセン大

学デザイン科の移転も順次、進められている。 

しかしながら、現時点ですべての個別建造物の 

利用計画ができているわけではなく、必要に応じ

て順次、利用計画と改修計画が立てられ工事が進

められることになっている。このようなプロセス

の中で、全体改修の企画と建築管理をベル・アン

ド・クラーベル事務所が行っている。個別の設計

では州デザインセンター向けの改修にはイギリス

のフォスター･アンド･パートナーが、またエッセ

ン大学デザイン科の建築には日本の SANAA(妹島

和世、西沢立衛の共立)が起用された。 
 
 
 
 
 

 

 

  

次回はアムステルダムをご紹介する予定です。 

 

 

      交流のひろば 

 

『鉄道模型のジオラマ（レイアウト） 

づくり』 

兵庫県建築指導課 副課長 長谷川 和正 

 
 

私は、鉄道と古い町並み・産業遺産巡りが趣味 

ですが、このたび、かつての上司の谷専務理事に

貴重な機会をいただきましたので、これらの趣味

を活かした鉄道模型のジオラマ（レイアウト）の

ご紹介をさせていただきます。 

 私は、ジオラマのおもしろさは、もう一度見た

い記憶の中の懐かしい風景や、写真でしか見たこ

とのない、既に失われた風景等を自分のイメージ

を合成して思い通りに立体的に表現できるところ

にあると思っています。 

サイズは、家のスペースの関係で１５０分の１

として、ベニヤ板に木枠を打付けた、直線線路の

セクション(１２０㎝×４５㎝)とＵ字型の曲線線

路のセクション(１３５㎝×４５㎝)を風景がうま

く繋がるように組み合わせる分割式と呼ばれる方

式としました。 

組立てると複線の線路が楕円形に繋がって複線

運転が可能です。なお、時代設定は昭和３０年代

後半～４０年代前半です。（写真は６台を組立て

た状態で、普段は分割して棚に保管しております。） 

 
直線のセクションは増設可能なので、一台を約 

２年のペースで、８台を１５年で製作したとこ

ろ、コンペに入選し、専門誌にも掲載いただきま

した。 

 ここでは、紙面の関係で、そのうち３つのセク

ションのハイライトの情景をご紹介いたします。 

まずは、最もお気に入りの運河沿いの関東地方

の重厚な蔵造り商家の町並みです。蔵造り商家の 

ほか、ミゼット等の小物類にも凝ってみました。 

▲ 工具もオブジェとして再利用 

▲ 森の中にある工場のイメージ 

▲ 妹島和世が設計した大学（2006 年開学） 
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次は、港近くの運河沿いの煉瓦倉庫への貨物の 

引込み線がある、ひなびた駅の情景です。左側に

は、農業倉庫への草むした引込み線もあります。 

  最後は、漁港に面して三連の蔵を持った海産

物問屋の情景です。線路の向こうの家には琺瑯

看板や洗濯物等も配して生活感を出してみまし

た。 

なお、既に収納している棚が一杯のため、製作

は休眠状態です。しかしながら、ネタになりそう

な写真や気に入った建物等の材料は集め続けてお

り、退職後にでも、いつかスペースを確保して、

製作を再開できることを夢見ております。 

  

お知らせ 

 

◎行事ご案内 

○第４５０回月例会 

テーマ：『緊急報告：熊本地震の現場』 

『ご存知ですか？介護現場の今！』 

講 師：前（社福）きらく園事務長  

高橋 守雄氏 

日 程：平成２８年９月８日（木） 

１２：００～１４：００ 

会 場：神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

ご案内中です。まだ受付できますのでご参加よろ

しくお願いします。 

 

○住生活月間イベント 

『兵庫・神戸 みんなの住まい展』 

日 程：平成２８年１０月１５日（土） 

～１６日（日）  

会 場：神戸ハーバーランドスペースシアター外 

当会はイベント実行委員として事業に参画します

ので、会員の皆様には是非会場へお運び下さい。 

 

 

創立７０周年記念講演会 

（第４５１回月例会） 

 

日 程：平成２８年１０月１３日（木） 

１３：３０～１６：００ 

会 場：兵庫県公館 

（神戸市中央区下山手通４丁目４－１） 

第一部（13:30 ～ 14:45) 

講演会：『建築がまちを変える』 

講 師：兵庫県立美術館館長 蓑 豊氏 

第二部（15:00 ～ 16:00） 

公館改修工事説明・見学会 

ご案内中です。ご参加をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

日 程：平成２８年１０月２７日（木） 

    ９：０３～アウト・インスタート各３組 

会 場：城山ゴルフ倶楽部 

   （加古川市志方町野尻８０８－１） 

競 技：１８ホールストロークプレー 

    （ダブルペリア） 

賞品、記念品を多数ご用意してご案内中です。 

ご参加よろしくお願いします。 

創立７０周年記念研修交流会 

第１５３回建築会ゴルフコンペ 

事務局より 

  久しぶりの「交流のひろば」です。長谷川氏

からは、年賀状でよく作品を紹介してくれて

いました。ノスタルジックなまちなみは、ほの

ぼのと味わいがあり、建築指導課に来られて

何時か紹介の機会があればと思っていまし

た。賞は「鉄道模型趣味」の「ＴＭＳレイアウ

トコンペ」でということです。同好の方、お声

がけ下さい。 
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○ 平成２８年度見学研修会のご案内 
 

日 程：平成２８年１１月１７日（木） 

見学先：京都市 

  ➀ 京都鉄道博物館 

    「地域と歩む鉄道文化拠点」を基本コンセ

プトに平成２８年４月開業したばかりで、

鉄道の歴史を通して日本の近代化のあゆ

みが体感できる鉄道の総合博物館です。 

https://www.westjr.co.jp/railroad

/fan/kyotorailwaymuseum/ 

    

② 世界遺産「二条城」 

     徳川家康が京都御所の守護、上洛の宿泊

所として造営し、家光が伏見城の遺構を移

築するなどして、１６２６年に完成したも

のです。絵画、彫刻など桃山時代様式の全

貌が垣間見ることができます。 

http://www2.city.kyoto.lg.jp/buns

hi/nijojo/ 

 

➂ 南禅寺：臨済宗南禅寺派大本山 

     三門は高さ２２ｍ、「天下龍門」と呼ば

れ日本三大門の一つ。楼上に登り絶景を楽

しめます。 

     水路閣は１８８８年建設。全長９３ｍ、

美しいアーチを描き、現在も疎水として活

用されています。 

 

http://nanzen.net/ 

➃ 昼食：南禅寺前の老舗「順正」にて

名物のゆどうふ料理 

            

 近くでありながら、有名観光地でありながら意外

と訪れる機会が少ないのでは？ 

 昨年に続いて、そんな名所旧跡のご案内です。 

 もちろん紅葉も見頃の時期です。 

この機会に、新設された鉄道博物館、永らくご無

沙汰の二条城、南禅寺など訪れて見ませんか。 

昼食は国の登録有形文化財「順正書院」でのゆど

うふ料理をお愉しみください。 

近日にはご案内を差し上げますので、ご参加よろ

しくお願いします。 

 

○ 海外研修のご案内（平成２９年度実施） 

 

創立７０周年記念海外研修（案） 

 

2016 年 9月 1 日 

企画：見学研修委員長 石田 邦夫 

  

７０周年記念の海外研修を平成２９年９月～ 

１０月に実施することで計画を進めています。 

天上のない美術館のフィレンツェに暮らすよう

にして、美術館を巡り、伝統工芸の工房見学やトス

カーナの小さな街やワイナリーを訪ね、そして美味

しい食事を共に楽しむ旅を企画しました。 

これから詳細を旅行会社と調整していくため、皆

さんのご意見をお聞きしたいと思います。 

つきましては、この会報発信と同時に意向調査書

をお送りしていますので、是非ご意見をお寄せくだ

さい。 

旅 程 ２０１７年９月２５日（月） 

～１０月３日（火） 

【 フィレンツェに７連泊 】 

 

歴史と文化の街イタリア“フィレンツェ” 

は次でご覧ください。 

http://matome.naver.jp/odai/214143858

6638005301 

 http://allabout.co.jp/gm/gc/15150/ 
 

○事務局だより 

今年の夏は異常な暑さとなりました。ラニーニャ

現象の影響と思われますが、この暑い夏に地球の裏

側からの熱戦に日本列島が更にヒートアップさせ

られました。女子レスリング、バトミントン、体操

個人総合の最後の々大逆転劇には感動させられま

した。男子リレー１００ｍ×４は驚きでした。 

日頃これほど釘付けになって毎日ＴＶを見るこ

とはまずありませんが、この筋書きのないドラマの

結末は、日頃の鍛錬の賜物以外何ものでもありませ

ん。4 年先は大変楽しみになりました。後は、施設

建設や運営計画をしっかり進めてもらわないとい

けませんね。 

７月以来多くのご案内をしてきましたが、その本

番が９月から順次始まります。とにかく事務局の暑

い夏はまだ々続くようです。７０周年記念事業はじ

め行事ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

事務局  ： 谷 純夫、石井滝実子 

電 話  ： 078－996－2851 

FAX  ： 078－996－2852     

Email ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

← 三門 

↓ 水路閣 
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広  報  コ  ー  ナ  ー 

広  報  コ  ー  ナ  ー 
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『兵庫県住宅再建共済制度』の詳細は次からご覧いただけます。 

兵庫県住宅再建共済基金ＨＰ → http://phoenix.jutakusaiken.jp/ 
 


